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1．まえがき
　ADSL や FTTH の 急速な普及 に 伴い ，バ ッ ク ボ ーン ネ

ッ トワ
ー

ク に お ける トラ フ ィ ッ ク 量 は 増加 し続 け て い る．こ
の 状況に 対応する た め，波長単位で 光信号の ままル

ー
テ ィ ン

グ を行 うフ t トニ ッ ク ネ ッ トワ
ークが導入 され っ っ あ る ［1］、

通 信 ネ ッ トワ
ー

ク で 必 要 と され る 信 頼性 を 可 能な限 り 少 な
い リ ソ

ー
ス 増 で 実 現 す る た め に J 独 立 な 経 路 を 持 ち 同 時 に

断 絶 す る可 能 性 が 低 い 現用 パ ス に 対す る予備 パ ス 問で リソ
ー

ス を共 有す る Shared　ProtectiQn［2】が検討 され て い る．
　Shared 　Protectionネ ッ トワ

ー
ク の 設 計 に お い て は，各

パ ス 設立 需要 に 対 し，順次現用パ ス と予備 パ ス の 合計 コ ス

トが 最小 と な る 経路及 び 波長 を 計 算 し て パ ス を設 定 す る

lterative　Two 　Step　Approach（ITSA）［3】が 優 れ た 結 果 を もた ら

す こ とが 知 られ て い る．しか し，特に 早 期に 設 定され た 予

備パ ス は，後 に 他の 予備パ ス との 共有可能性を最大化で き
な い とい う本 質的 な課題 が あ る，そ こ で ，フ ァ イ バ を 1 本

ず つ 選 択 し，こ れ を通 過 す るパ ス の 再 配 置を 試 み る こ とで

フ ァ イ バ の 肖lj減 を 目指 す Optimization　Cyclc ［4亅が 有 効で あ る

こ とが 知 られ て い る，しか し同 手 法は，各パ ス が使 用 す る

波 長 リ ソ
ース 量 を考 慮せ ず に フ ァ イ バ の 削減の み に 注力 し

てい る．更 な る フ ァ イ バ 数の 削 減や，将来 の 波長パ ス 追加

の 可 能性，リス トレ ー
シ ョ ン の 追 加 導 人 を 考 慮 す る と，波

長 リソ
ー

ス と フ ァ イ バ 数 を同 時 に 削 減 す る こ とが 望 ま しい ．
　著者 ら は ，各予 備パ ス の リソース 共 有 度 の 指標 及 び 各 パ

ス が 通 過 して い る フ ァ イ バ の 利 用 効 率 を評 価 す る指標 を 導
入 し，効率の 悪い パ ス を特定 し こ れ ら を

一
括 して 再設 計 す

る こ とで 予 備 パ ス 延 ベ リン ク 波長 数 及 び フ ァ イ バ 数 を 同 時

に 削 減可 能 な手 法 を提案 し，従来手 法に 対 する優位性 を示

した ［5］．本稿 で は 15］の 手 法を 発 展 させ ，予 備パ ス だ け で

な く現用 パ ス の リソ
ース 使用 量 も考慮す る こ とで ，現用パ

ス と予 備 パ ス の 合 計 延 ベ リン ク波 長 数，す な わ ち 総使 用 波
長 リソ

ー
ス 量 を削減可 能 な 手 法 を提 案 す る．数 値 実験 に よ

り，従来 手 法 と 比 較 して 各種 リ ソース 量 を 削減 可 能 で あ る
こ とを 示す ，

警糶飜 猛翻魏鑑飜 『醸羅
用 効率

　以 降で は 全て の パ ス 設 立 需 要 に 対 し，適 切 な パ ス 経 路波
長 割当に よ りフ ァ イ バ 等 の 総 ネ ッ トワ ーク リ ソ

ース を最 小

化す る
“
静的設 計問 題

”
を 扱 う．また 各 ノ

ードで の 波 長 変

換を行わない Wavelength　Path　h 式の ネ ッ トワークを仮 定す

る．［5】で は 共 有型予備 バ ス が 占有す る リソ ース 量 の 期 待 値

懿総 鰹蠶難諜覊 認
　あ る パ ス 設 立需 要 d の 予備パ ス が使 用 して い る フ ァ イ バ

蕁難飆 鰻羅 鶲 妻

臨 駄 鵬贏。 ＿
用 効率 が 悪い こ とを 意味す る．なお， Fd及 び提案手 法の

詳 細 は 「51を 参 照瀬 い た い ．
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図 1　 0LSP 需要 に 対する 波長 リソース の 変動
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　　　 図 2　 0LSP需 要 に対 す る フ ァ イバ 数の 変動

4．ま とめ
　 本稿で は ，著者 ら が 提案 し た Shared　Protection の 静的設

計 法 に お け る，共 有型予備 パ ス が 占有す る リ ソース 量 を評

価 す る 指 標に 対 し て ，新た な 方 式 を 提案 し た ．数値 実験 に

よ り，各種の ネ ッ トワ
ー

ク に おい て 提案 手 法が対抗 手法 に

対 す る優 位性 を持 つ こ とを示 した．
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